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◎「普勧坐禅儀」の「流布本」から
１．あに坐臥 (ざが)に拘 (かか)わらんや。［1243年執筆の『正法眼蔵』
「坐禅儀」では］坐臥 (ざが)を脱落 (だつらく)すべし。

◎『正法眼蔵』から　［岩波文庫］
２． 「弁道話」（冒頭） 諸仏 (しょぶつ)如来 (にょらい)、ともに妙法 (みょうほう)を単伝 (たんでん)して、阿 (あ)耨 (のく)菩 (ぼ)提 (だい)を証 (しょう)するに、最上 (さいじょう)無為 (むい)の妙術 (みょうじゅつ)あり。… 端 (たん)坐 (ざ)参 (さん)禅 (ぜん)を正 (しょう)門 (もん)とせり。この法 (ほう)は、人々 (にんにん)の分上 (ぶんうえ)にゆた (豊)かにわれりといえども、いまだ修 (しゅう)せざるにはあらわれず、証 (しょう)せざるにはう (得)ることなし。はな (放)てばにてり。

３． 「三昧 (さんまい)王 (おう)三昧 (さんまい)」　　先 (せん)師 (し)古 (こ)仏 (ぶつ)云 (いわ)く、「参 (さん)禅 (ぜん)は身 (しん)心 (しん)脱 (だつ)落 (らく)なり、祇 (し)管 (かん)打 (だ)坐 (ざ)して始 (はじ)めて得 (え)ん。焼香 (しょうこう)・礼拝 (らいはい)・念仏 (ねんぶつ)・修懺 (しゅさん)・看 (かん)経 (きん)を要 (よう)せず」。
あきらかに仏 (ぶっ)祖 (そ)の眼睛 (がんせい)を抉 (けっ)出 (しゅつ)しきたり、仏 (ぶっ)祖 (そ)の眼睛 (がんせい)裏 (り)に打坐 (だざ)すること、四 (し)五 (ご)百 (ひゃく)年 (ねん)よりこのかたは、ただ先 (せん)師 (し)ひとりなり、震 (しん)旦 (たん)国 (こく)［＝中国］に斉 (せい)肩 (けん)すくなし。打坐 (だざ)の仏法 (ぶっぽう)なること、仏法 (ぶっぽう)は打坐 (だざ)なることをあきらめたるまれなり。


４．◎「仏経」
　先師尋常道、「我箇裏、不用焼香・礼拝・念仏・修懺・看経、祗管打坐、弁道功夫、身心脱落」。
　かくのごとくの道取、あきらむるともがらまれなり。…
　しかあるに、大宋国の一二百余年の前後にあらゆる杜撰の臭皮袋いわく、
「祖師の言句、なおこころにおくべからず。いわんや経教は、ながくみるべからず、もちいるべからず。ただ身心をして枯木死灰のごとくなるべし。破木杓、脱底桶のごとくなるべし。」
　かくのごとくのともがら、いたづらに外道天魔の流類となれり。もちいるべからざるをもとめてもちいる、これによりて、仏祖の法むなしく狂顛の法となれり。あはれむべし、かなしむべし。

５．◎永平広録　巻八の法語八
　もし真実の宗匠（そうしょう）好手に遇わば、枯木死灰開華（かいげ）膏萌（こうぼう）せん。従来の漆桶（しっつう）、忽然として脱底して、活溌溌地を得るなり。

６． 「行 (ぎょう)持 (じ)」　一日 (いちにち)はおも (重)かるべきなり。いたずらに百 (ひゃく)歳 (さい)らんは、うら (恨)むべき日月 (にちげつ)なり、かなしむべき形骸 (けいがい)なり。たとい百 (ひゃく)歳 (さい)の日 (にち)月 (げつ)は声 (しょう)色 (しき)の奴 (ぬ)婢 (ひ)と馳 (ち)すとも、そのなか一 (いち)日 (にち)の行 (ぎょう)持 (じ)を行 (ぎょう)取 (しゅ)せば、一生 (いっしょう)の百 (ひゃく)歳 (さい)を行 (ぎょう)取 (しゅ)するのみにあらず、百 (ひゃく)歳 (さい)の他 (た)生 (しょう)をも度 (ど)取 (しゅ)すべきなり。この一日 (いちにち)の身命 (しんみょう)はとうとぶべき身命 (しんみょう)なり、とうとぶべき形骸 (けいがい)なり。… いまだ決 (けつ)了 (りょう)せざらんときは、一日 (いちにち)をいたずらにつかうことなかれ。この一日 (いちにち)はおしむべき重宝 (ちょうほう)なり。…
７. しずかにおもうべし、… 一生 (いっしょう)百歳 (ひゃくさい)のうちの一日 (いちにち)は、ひとたび (一度)うしな (失)わん、ふた (再)たびう (得)ることなからん。いずれの善行 (ぜんぎょう)方便 (ほうべん)ありてか、すぎにしをふたた (再)びかえ (返)したる。紀 (き)事 (じ)の書 (しょ)にしる (記)さざるところなり。… 古 (こ)聖 (しょう)先 (せん)賢 (けん)は、日 (にち)月 (げつ)をおし (惜)み光 (こう)陰 (いん)をおし (惜)むこと、眼睛 (がんせい)よりもおしむ、国 (こく)土 (ど)よりもおしむ。…
23. すでに決了 (けつりょう)することをえたらん、又 (また)一 (いち)日 (にち)をいたずらにせざるべし。… 古 (こ)来 (らい)の仏 (ぶっ)祖 (そ)いたずらに一 (いち)日 (にち)の功夫 (くふう)をついやさざる儀 (ぎ)、よのつねに観想 (かんそう)すべし。遅々花日 (ちちたるかじつ)も明 (めい)窓 (そう)に坐 (ざ)しておもうべし、蕭々雨夜 (しょうしょうたるうや)も白 (はく)屋 (おく)に坐 (ざ)してわするることなかれ。
８． 光陰 (こういん)なにとしてかわが功夫 (くふう)をぬすむ。一日 (いちにち)をぬすむのみにあらず、多 (た)劫 (こう)の功 (く)徳 (どく)をぬすむ。とわれ (我)と、なんの怨家 (おんけ)ぞ。うらむべし、わが不 (ふ)修 (しゅ)のしかあらしむるなるべし。われ (我)、われ (我)とした (親)しからず、われ、われをうら (恨)むるなり。


◎『永 (えい)平 (へい)広 (こう)録 (ろく)』［講談社『日本の禅語録２』から］
９． 衲 (のっ)子 (す)の坐 (ざ)禅 (ぜん)は直 (じき)に須 (すべから)く端 (たん)身 (しん)正 (しょう)坐 (ざ)を先 (さき)と為 (な)すべし。… 若 (も)し是 (こ)れ乗 (じょう)ならば元 (も)と二 (に)門 (もん)有 (あ)り。所謂 (いわゆる)、数 (す)息 (そく)不 (ふ)浄 (じょう)なり。小 (しょう)乗 (じょう)の人 (ひと)は数 (す)息 (そく)を以 (もっ)て、調 (ちょう)息 (そく)と為 (な)す。然 (しか)れども、仏 (ぶっ)祖 (そ)の弁 (べん)道 (どう)は永 (なが)く小 (しょう)乗 (じょう)に異 (こと)なれり。（五巻390）
仏 (ぶっ)祖 (そ)曰 (いわ)く、白 (はく)癩 (らい)野 (や)干 (かん)の心 (しん)を発 (はっ)すと雖 (いえど)も、二 (に)乗 (じょう)自 (じ)調 (ちょう)の行 (ぎょう)をすことれ。

10． の正伝 (しょうでん)する正法 (しょうぼう)は唯 (ただ)打坐 (だざ)のみ。…悟 (さとり)とは只管 (しかん)坐禅 (ざぜん)のみ。（四巻319）
